
Title 戦後の関税政策（上）
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1917

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.11, No.4 (1917. 4) ,p.429(1)- 452(24) 
JaLC DOI 10.14991/001.19170401-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19170401-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


'■s r r Y l  *7 - >«*,；■ ,>- »7^ «V**%>-VT-'； へ v  マく’*、:ぐ!■•：；て 7 ?，な，フ.、' ，" - ’

' .‘ . ' ぐ厂，.，. . .

(む望か記附御ほh よにや;•廣認雜僉ゆ⑴彐は辦P 文沖御へ生讶擒）一

inm
E
B
r
s
B
I
S
K

，だ

锻

三

酔

雜

_

_

_

會

V

\ 

.'• 

一：日
春
：

^
.廿：日

.迄，

0

せ

私:

ん

:

り

お

切； 
見‘ 
切
反1

寶.

出
圏
，
‘
：

1 

n ょ 
y
,
t3l
.
:0,
笾
.

1 t
I)

が

m

}3

_

マ
.：.
1
:
0;
i,
9
v
’r:、

月

け?

ケ
ィ“ 

-

A 
•づ
.
.

1

霧

.模

楊

_

案

»

<
り
い

■

:

.
0
.
五：=
ょ
リ
：立
刀
四
：=
迄

ト^

^

，
''

多
.
、

.

.

0

十
n

ょ
り
廿
ぽ
，您

知

tl
' H

三

®

學

會

18

誌

第

十

一

.
卷

第

四

號

戦

‘後

の

關

税

政

策

H
)

響

堀

: 

I 

:
 

• 

,

か
： 

■ 

• ■
 

, 

■-
<
-
■
■ 

- 

. 

.

.昨

年

九

月

：一

1

十

ニ

日

ょ
^
同
二
十

5£
日
•に
至
：ゐ
吗

'日
間
一
に
'
,
#り
#
國

&
里
、に

#
契
^

#

_
 

箇
國
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業
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合
代
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際
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議
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せ
ら
れ
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後
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の
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係
を
議
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し
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メ
し
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濟
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の
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衍
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應
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に
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箇
條
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公
に
し
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(
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聯
合
諸
國

IH
J

に
於
け
る
通
商
條
約
は
出
來
得
る
限
ぅ
之
を
擴
販
し
、運
輸

a

信
、̂

k

、
k
 

化
>エ
場
法
統

一

の
如
き
交
爲
の

■
爲
め
に
伢
は
る
、事
：項

«

勉
め

.
て
^

.̂
«

勵
；し、以
て

B

t
 

せ
る
諸
國
の
間

'に
.於
て
、寿
全

^

る
«

#

,

»
立
す
る

,0
»-
畫
に
步

^

,

め
ざ
る
可
か
ら

'ず
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:

而

し

V

未
：̂

自
■
治
，の

認

め

：ら
れ
.ざ

る

殖

民

»

ゅ

翁

し

て

は

、門

月

開
.：

放
：の
主
義
を
確
立
せ
し 

.
む
る
を
耍
す
。
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中
立
諸
國
に
對
し
て
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亦
最
恵
國
の
取
扱
を
與
ふ
る
に
勉
め
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る
可
か
ら
す

o
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獨
逸
塊
地
利
其
他
の
同

®

諸
國
に
對
し

T

、f

國
の
質

■
易
.を
，破

壊

す

る

が

如

き

目

的
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以
て

a

織
ぁ
る
狒
貨
を
行
ふ
の
政
策
は
之
を
行
は
ざ
る
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以
て
、可
な
ぅ
と
す
る
の
み
な
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す
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塊
雨
國
を
し
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勝
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载
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ヒ
遵
年
す
る
條
件
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下
に
、自
曲
に
聯
合
諸
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の，市 

場
に
接
近
せ

1>
む
る
を
以
て
，利
益
ぁ
る
處
置

'5
ぅ
.

と
す

。

.
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四)

輸
入
稅
の
問
題
に
就
て
は
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其
赋
'
課
'
が
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活
費
に

.
及
.
ぼ
す
反
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を
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，，，
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し

て

、
消

費

者
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か
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國
庫
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收
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入
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の
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的
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し
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庫
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必
要
'
な
る
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入
を
ま
す
可
含
輸
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.入
稅
，に
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れ
ど
毛
、或
る
特
殊
の
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益
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識

す
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す
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り
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雖
も
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策
の
目
的
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し
て
、自
國
を
，し
て
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國
ょ
办
獨
立
せ
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必
要
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る
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す
、寧
ろ
國
際
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に
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け
る
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に
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を
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す
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せ
ざ
る
可
か
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す
る
も
の
と
認 

む
る
能
は
す
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右
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す
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し
て
、英
•國
の
如
き
自
由
贸
舄
國
は

'保
'®政
策
を
採
用
し
、怫
國
の
如
き
舊
來
の
保

®
贸 

易
國
は
益
々
保
識
の
方
劍
に

ir
進
す

' る

rc
至
る
も

0-y

レ
見
'る
可
き
ガ
將

*

又
反
婴
の

*

a
に 

向
は
：ん
と
す
る
成
、抑
も
亦
巴
里
輟
濟
會
議
の
：決
：

_

は
'
此
に
對

.し」

て
、
*
何
な

る

關
俦
を
有 

す
る
か
：戰
後
の
關
鞔
政
策
を
へ
考
量
す
る
に
當
て
、共
に
硏
究
を

■要
す
る
所
な

4
。

十
九
世

.紀
後
半
世
の
關

.税
史
に
徵
す
る
に
、

1

國
が
大
規
模
の
戰

#

に
從
ふ
や
、其
國
際
間
の 

戰
爭
た
る
マ

y

內
國
に
於

.け
る
戰
飢

y2
る
と
を
問
は
ず
、戰
後
に
於
て
は
、必
ず
保
鱗
關
税
則
の

' 
誘 

導
せ
ら
る
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事
實
甚
だ
多
し
。
合
衆
國
近

.代
の
保
爾
關
税
の
如
；き

®

ち
南

.北
職

#

の
遺
物
に 

し
て
、同
戰
领
以
前
に
於
セ
は
、合
衆
國
の
關
税
則
.ば
寧
ろ
自

©

質
易
に
倾
き
^

に
千
八
西
五
十 

七
年
の
關
税
則
の
如
き
、千
八

11
1

十
六
年
以
來
稅

.率
の

M

.

も
低
き
税
則
を
以
て
目
せ
ら
れ
た

>
9
0 

然
も
戰
時
政
府
が
財
政
の
必
要
に
基
き
て
、關
税
率
を
增
徵
す
る
や
、同
時
に
物
產
桃
を
增
徵
し 

た
る
を
以
て
、海
關
稅
と
物
產
螞
と
は
互
に
琪
る
，程
度
ま
で
均
衡
を
保
ち

M前
者
を
し
て
敢
て
保 

II
桃
の
色
彩
を
有
す
る
に
至
ら
ざ
ら
し
む
る
を

#

た
れ
ど
も
、戰
後
物
產
祧

0

廢
±
甘
&
れ
た 

る
に
拘
は
ら
ず
、關
桃
の
赋
.課
は
依
然
た

i

し
を
以

\し、忽
に
し
て
內
國
產
業
に
保
^
を
加
ふ
る 

の
效
果
を
及
ぼ
し

*

う
。
蓋
し
戰

.诗
k

賦
詉
せ
ら
れ
た
る
所
得

_

は
_

法
_の
規
定
に
®
胸
す

る
の
故
を
以
て
戰
後
に
苴
つ
て
、之
を
荐
續
す
可
か
ら
ざ
る
の
一
事
は

®

率
な
る

_

税
を
持
續

し
て

B
 

3
の
收
入
を
胆

*5
S

な
ら
し
む
る

1

の
理
由

^

充
て
ら
れ
た
る
が
如
し
と

£#
:

も
'
方
に

關
视
と
均
衡
を
保
ち
た
る
物
產
税
を
廢
止
し

V
、

關
税
に
財
政
_
稅
た
る
の
寓
義
を
喪
失
せ
し

め
之
を
純
然
左
る
保
證
關
稅
た
ら
し
め
左
る
に
就
て
は
、

®

後
資
本
勞
働
の
不
足
#
資
の
破
鐵

等
に
依
て

、自

ら

疲
弊
を
免
：か
れ

ざ

る
內
國
產
業
を
保
識
す
る

.
希
蓮
の
藏
せ
&
れ
た
る
乙
と
を 

疑
ふ
可
か
ら
ず

。
. 

—

管

佛

獨

兩

國

I

t

七
十

1

年
以
後
の

l

l

v

 

J
る
.も

M

s

®

關

S

.
 

施
が
戰
後
の
經
濟
策
と
し
て
、立
案
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る

こ

と

を

認
む

.る
：に

.難
か
ら
ず
。
即 

t 

yむ

{
於
け
る

H
.
f
f
i
孤
幷
に
軍
事
避
の
增
加
は
關
稅
の
增
率
に
恰
好
の
辭
抦
を
與
ふ
る
一 

方
ド
戰
後
商

i

業
疲
弊
し
、失
業
の
增
加
す
る
ゃ
、之
を
以
て
英
國
製
造

.槳
攀

0,
ダ
バ
ム
ビ
：ン
グ

 ̂

ふ
に
歸

'し
、一
一
者
相
，重

な

り

て

、保

證

關

稅

ヒ

誘

導

す

る

に

茧

れ

る

も

の

ビ

爲

る

可

く

、而
し
て 

兩

國

. I
保
.雛
の
及
ぶ
所
は
獨
ぅ
製
造
エ
業
に
ま
ら
ず
、農
業
を
包
括
す
る

R

至
る
は
、製
造 

業
丨
伤
謎

?:
力
，ふ
る

.爲
め
に
農
業
の
蒙
ら
ん
ビ
す
る
掼
害
を
保

.筆
_

練

に

依

て

相

殺

す

る

の 

必

婴

ド

出

で

左

る

も

の

と

す

可

し

o 

,殊
に
國
際
間
の
戰

#

ド
於

5

方
の
交
*
國
と
他
方
の 

妨
十一

卷
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I
三)

論
v

'
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後
の
關
桃
黎
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後
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政
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四
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六 

交

_
國

，と

の
|1
-
|
]に
平
和
時
代
ゆ

«
立
し
た
る
經
濟
上
の
關
係
斷
絕
し
、交
戰
國
と
中
立
餅
降
ぐ
し 

0
.通
商
上
の
關
係
亦
優
勢
な
る

»

軍
.カ
；を
擁
す
る
敵
國
の
爲
め

K
遮
'斷
.せ
ら
る
、
ゃ
、交
戰
國 

は
聯
時
最
も
多

* 

=の

物

.
資

を

必

要

ざ

し
，然
も
國
內
生
產
勞
働
潜
を
微
慕
し

v

兵
卒
と
し
、勞
働 

澈
不
觅
の
爲
め
に

‘自
ら
內
國
生
：摩
業
の
，规
模
の
減
縮
し
た
る
時
に
於
て
、物
資
の

-®
給
を

'外
國 

に
仰
ぐ
の

0

を
失
ひ
、或
る
程
魔
ま
で
一
國
は
平
生
の

W

際
經
濟
に

»

し
セ
、孤
立
經
濟
を
營
ま 

ざ

る
を

m

't
'
此
緖
果
ミ
し

.
て
、戰
後
に
於
て
は
一

」

欉
の
方
而

X

り
保
識
關
桃
^
關
す
る
主
張 

の
勃
典
す
る
を
免
か
れ

•ず
。
其
一
は
孤
立
經
濟
の
下
に
、供
給
の
急
劇
に
不
厚
し
た
る
物
資
を 

內
國
に
於
て
補
充
す
る
の
目
的
を
以
.て
企

«

せ
ら
れ

/a
る
事
業

.

.が
，
戰

镑

國

際

.通

商

上

の■ 

W係 

の

舊

に

®

し

た

る

_
、外

國

の

競#

を
蒙

h

て
、不
利
の
狀
德
に
陷
ら
ん

i

す
る
は
勢
の
避
け
雛 

S

所
な
る
を
以
て
、保

«

»]
稅
に
侬

9
、

外
國
の
競
领
を
緩
和
す
る
の
必
要
を
生
じ
、斯
く
て
保
譏 

SJ
S

論
の
勃
興

.を
促
す
の
原
因
を
成
す
可
く
、他
の

.
一，は
戰
時
外
國
殊
に

??
,
職
國

ょ

り

%
資
の 

供

资

杜

絕

し

て

.、孤

立

經

濟

の

下rc
、國
民
生
活
上
に
稱
冷
の
不
便
を
生
じ
、

®
後
國
民
の
腦
裡
に 

此
下

E
.を
感
じ
穴
る
の
念
深
刻
な
る
や
、國
民
は
將
來
に
起
る
可

S

戰
爭
に
於
^
苒
び
同
櫞
の 

不

K

を
繰
®
す
を

*

ひ
、平
和
の
時
代
に
於
て
自
給
自
足
主
：義
に
據
て
、經
濟
生
活
の

»

立
を
期

尺V’コ 'マ* ^ 颂^猫sss游5̂呼

圖
せ
ん

V
J

し
、此
、
5

を
實
現
す
る
手
段
と
し
て
、保
議
關
穂
論
记
勢
カ
を
與
ふ
る
の

s

£

,

 

中
可
，し

.。
即
ち

.
後
遨
の
論
據
に
基
く
保
識
關
税
論
は
國
防
完
竭

0

見
地
に

^

て
主
張
せ
&
る 

>

も
の
に
し
て
自
曲
質
易
を
經
濟
上
の

*

脚
點
に
於
で
有
刹
な

h

ビ
す
る
論
者
の
間
に
も
國 

防
の
爲
め
に
、經
濟
上
の
利
益
を
犠
牲

R

供
し
て
、以
て
保
講
關
税
論
忙
與
す
る
.の
勢
を
生
せ
ん 

S

す
る
が
如
し
。
此
植
の
思
想
は
敢
て
今
日
に
其
端
を
發
せ
る
に
非
ず
、旣
往
幾
多
の
機
會
に 

於
て
表
明
せ
ら
れ

/
a

る
の
事
例
あ

$

。
現
に
ァ
ダ
ム

•
ス：ミ
ス
の
如
.ネ
國
霜
論
第
四
編
策
ニ
章 

に
於
て
內
國
產
業

?:
獎
励
す
る
爲
め
、外
國
產
業
に
或
る
負
擔
を
加
ふ
る

?:
以
て
、有
利
な
り
，ビ
 

す
る
場
合
あ
り
ビ
し
、其
場
合
の

一

を
以
て
或
る
特
殊
の
逢
業
が
國
家
の
防
謙
に
必
要
な
る
ビ 

s

a

ど
し
、叉
或
る

.
特
殊
の
製
造
品
に
し
て
社
會
の
防

®

R

必

要

な

る

，
し

き

に

，
は
.、
其

供

給

に
 

就

V

外
國
に
依
賴
ず
る
を
以
て
、常
に
愼
重

0

用
意
を
得
た
る
も
の
：

y
j

す
る
能
は

.
•ず

V」

云
ひ

、I 

而
に
於
て
自
诹
貴
易
論
を
虫
張
し
な

.
が
ら
、他
の
一
面
に
於
て
、國
防
上
の
見
地
ょ
ぅ
資
爲

沿
1
 

の
已
む
を
揭
ざ
る

.
場
合
办
る
こ
ビ
を
論

.
述
.し
た

A

y

o

戰
#

は
一
，國
ど
し

<

國
力
の

«

•!
を

V

 

し
.
て
外
國

W
.

抗
.爭
せ
し

^

る
も
の
に
し
て
、此
：時

t

松
て
一
國

0

最
$

靡

切

に

威

ず

る

所

^

國 

防
の
充
實
せ
る
や
將
た
又
典
或
る
方
面
に
缺
，陷
の
，存
す
る
も
の
な
き
、ヤ

^

や
の

j

削
^

’し
ご
、
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論
說
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戰後
0
關
駿
策

：

■
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M

M
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笫
十一

卷

(

四三六

〕

.

論
.
.■

說
' 

戦
後
の
瞄
靉
策 

•
, 

锁
四
雛
.

八 

假
令
ひ
兵
カ
徵
浩

^

輒
俊
秀
を
極
め
て
、敵
國
を
腿
倒
す
る
に
足
る
も
の
ぁ

&
 V」

す
る
も
、̂
生 

兵
^

&

食
^

^

の
^

:M
«

を
敵
國
に
仰
ぎ

.

.て
‘其

..

供
.
.給
杜

'絕
、
■じ
' 又
.、中
立
酿
ょ
ぅ
之

1
を
卯
ぐ
^
め 

に
、敵
國
に
依
て
典
輸
送
の
遨
を
遮
斷
せ
ら
れ
ん
か

^

事
上
の
行
動
に
大
な
る
支
障
を
訴
へ
ざ 

る
を
得
す
。

一
國
が
戰
時
に
斯
る
支
障
を
感
せ
ん
か
、戰
後
其
記
臆
の
國

K

の
®
®
を
去
ら
ざ 

る
一
方

i
i

近
き
將
來
に
與
度
の
戰

#

に
逍
通
す
る
の
危
險
ぁ
る
限
ぅ
、國

防

充

赞

の
見

地
ょ
り
、

保
識

_
 

s
 

,

it
依
て
贸
易
の
自
由
を
制
限
す
る
議
論
の
生
ず
る
は
、當
然
の
數
と
す
可
き
所
な

ぅ

。
 

.

.

.

ニ 

ノ 

.

之
を
歐
洲
戰
爭

.に
於
け
る
事
歷
に
徵
す
る
に
、戰
爭
に
し
て
短
日
月
の
間
に
«
炮
し
た
ら
ん 

に
は
、戰
後
の
經
濟
政
策
に
何
等
の
異
變
を
齎

£

さ
ド
る
を

#

/

a
.る
.可
し
と
雖
も
、今
日
の
如
く 

關
戰
以
來
ニ
年
八
箇
月

?:
經
て
、尙
ほ
平
和
克
復
の

.0

光
に
接
す
，る
能
は
ず
、否
今
後
幾
何
の
歲 

月
を
送
迎
し
て
、戰

.梁

の
終
媳

〗

を
見
る
や
、測

^S
知
る
可
か
ら

ざ

る
に
於
て
は
、

第

一
交
戰
國
間
に 

於
け
る
，通
商
上
の

_

係

は

全

く

斷

絕

し

、第
一
一
交P

H

と
中
立
諸

®
.
と
' 
の
通

.®
0

0

%
亦
船
舶 

の
■
不
足
、海
上
の
危
險
等
に
基
く
運
.賃
保
險
料
の
騰
貴
に
依
て
制
限
せ
ら
れ
、第
三
運
賃
、保

.險
料
、

产 ぐ 爾 ：?觸 热 薇 獅 呀 そ ^ ^ : ^ ^ 严砰〒抑̂T5!>!fYsrj*>Y»yi.̂rr*j»vwrv"»̂'r产

の
騰
貴
に

*
 
く
輸
入
品
價
格
の
昂
騰
は
內
國
の
生
產
業
者
に
對
し
て
保
講
關
稅
の
赋
龈
と
同 

機
の
作
用
を
致

し
、第
四
交
戰
諸
國
に
於
て
軍

0
品
輸
送
の

.
餘
地
を
大
に

し
、又
輸
入
超
過
決
濟 

の
方
法
を
容
易
な
ら
し
む
る
爲
め
に
行
ふ
輸
入

_

制
は
页
に
內
地
途
業
に

對

す
る
保

«

の
鱗 

果
を
著
し
く
し
、是
等
幾
多
の
事
實
は
相
道
な

.

C
V

て
、戰
時
交
國
內
に
新
*
業
の
勃
興
を
促
し
、
 

又
舊
來
存
在
す
る
事
業
の
規
模
に
搬
張
を

*

し
^

る
こ
ビ
を
疑
は
ず
。
戦
後
斯
る
經
濟
上

P-
-
. 

變
動
の
消
滅
し
た
る
時
に
於

V
、

是
等
の
變
動
ょ
り
生
じ
た
る
保
«
の
效
果
に
代
ら
し
む
る
に
、
 

保
識
關
税
の
適
用
を
以
て
す
る
こ
ビ
な

&

や
；否や
。
況
や
戰
後
財
政
に
於
で
、輸
入
稅
を
通
、じ 

て
、國
庫

.
の
增
加
，を

' 謀
る
，の

..

必
要
あ
り
、又
®
時
に
勃
興
し
た

る

自

給

自
足
主
_
の
經
濟
生
活
を 

必
要
ど
す
、る
議
論
は
戰
爭
再

'發
に
關
す

.る
疑
惧
心
の
國
民
の
間
に

.消
失
せ

'
ざ
る

.限
れ
、

J

箇
の
：
 

勢
力
を
有
す
る
こ
ビ
も
亦
顧
み
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
妗
で
を
や
。

英
國

R

於
て
十
九
世
紀
の
後
年
公
平
質
*
主
義
な
る
名
稱
の
下
に

現

は
れ
た
る
_
稅
改
革 

論
が
後
に
殖
民
地

#.
思
關
稅
の
主
張

V」

爲
ん
次

a

で
保
*
關
稅
の
色
彩
を
有
す
る
に
至
れ
る 

は
、
要
す
る
に
戰

#

ヾ

」

戰

#
準
備
の
爲
め
に
起
れ
る

r

ミ
y

タ
ズ
ム

J

W

0結
果
に
外
な
ら
ず
。
蓋

' 

し
^

B

の
製
造
笨

«

ヵ
內
外
國
市
®
に
於
け
る
外
國
の
競

#

の
劇
烈
を
加
ふ
る
に
隨
ひ
、保
雛

.
郞
十
S
 

(

四
三
七)

論

‘ 

m

戦
後
の
關
m
政
^

九

t r
公、 
» •
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筇
四
锶

v:
l
〇

關
桃
に
侬

V
、

內
國
市
場
を
獨
占
す
る
の
必
要
を
認
め
、邦
主

*

を

保

守

黨

の

&

_

に

加

へ

し

め 

ん
ビ
し
て
、努
力
し

^

る
.
や
、年
の
久
し
き
も
の
あ
り
。
而
し
て
土
地
服
有
潘
啐
に
ト

^L 

V

も
F
 

•
 

多
年
；食
料
品
代
價
：の
低
落

^
皆
し
み
、農
業
保
識
を
政
治
上
の
實

.際
間
題

.
/2
ら
し
め
ん

<£
し
て
、

己

ま
>
 
A
v 

s

o

然
も
英
國
に

於け

.

る
自由

‘貿
易
論
の
根
抵
ゆ
甚
だ
深
く
し
で
、容
易
に
之
を
助 

か
す

能
は

ず
、食

料

品
に

0

す
る

課

雄
の
如
&
、

殖

民
.地
：
#
惠

の
现

ff
i

を
以
て
す
る
も
、

i

業
保

«

0.
必
要
を
以
て
す
る
名
、將
犮
又
關
稅
目
的

.
物
搬
張
の
ロ
實
を
以

V」

す
る
も
、遂
に

®

祭
,

^'
果 

を
求
む
る
能
は
ざ
レ
き
。
然
る
に
.商
阿
戰
箏
は
大
英
帝
國
統
一
の
運
動
に
新
面
目
を
與
ふ
る 

の
核
會
を

K

き
た

b

固
ょ

"
^
大
英
帝
國

«

る
名
の
.下
に
統
一
せ
ら
る
可
き
伶
國
の
姐
兌
令 

7

は

-1
:

界
の
各
方
语
に
散
在
す
る

.
殖
民
地
忙
し
て
、帝
國
ビ
殖
民

地
€

の
間
に
は
勿
論
、

j

の
^
.

£\
;

^
ビ
似
の
：九
民
地
と
；の
揹
に

.
も
大
な
る
海
上
の
距
離
の
存
す
る
も
の
あ
る

5:
以
て
、帝
國
统

.

1

と
云
ふ
が
如

&

單
に
名
義
に
於
て
然
る
を
得
る
に
止
ま

A

其
實
體
に
至
つ
て
は
、地

]1
!
上
の 

M

c

ょ
^
：\

&

&
意
義

|:
之
に
有
せ

^

む
る
の

®

If
{

な
る
は
、論
を
俟

7̂
2

ず
。
然
も
戰

#

?:
機
#

ビ
し
て
、自
治
殖

K

地
の
間
に
帝
國
統
一
の
感
情

0

ぅ
、此
感
情
に
支

Be
せ
ら
れ
て
、®
時
母
國
の 

睦
.雛
を
救
援
し

^

る
を
以
て

.、戰
後
に
母
國
殖
民
地
を
統
一
し
、特
惠
關
稅

.制

.度
に
欧
て
、兩
考
の

變落驟い̂ ^ ^ 说

M

濟
關
係
を
緊
密
な
ら
し
む
る
運
動
の
熾
烈
と
爲
れ
る
は
敢
て
怪
む

k

足
ら
ず
。
況
や
、戰
後

. 

» 

/,

公
慎
增
加
の
爲
め
に
、财
政
上
に
加
ふ
る
に
至
れ
る

®

通
、海
軍
擴
張
餐

R

對
ず
る
財
源
の
調
達 

は
相
.重
な
ぅ
て

、租

税
基
磯
櫥
張
の
說
を
生

じ
、此
點
ょ

&

页
に
關
耽

_

度
.
の.變
革
を
必
要
と
す 

る
事
情
存
在
す
る
も
，の

.と想
..

I&
す

可

き

m
由

の
.
あ
，
れ
_
る
.に
於

.

.て
' を
や
。 

丨

斯
.く
 

V
.

チ
^
ン
パ

1

1 /

ン
氏
は
此
時
を
以
て
、關 

志
を

#

a

.て>改
革
の
運
泐
に
從
ぅ
に
至
れ
ぅ
と
雖 

ぅ
る
こ
と
を
誤
ま
り
、戰
後
の
財
政
困
雛
殊
に
統
一 

財
政
上
の
困
難
は
却
で
自
由
黨
內
間
の
施
課

R

依 

漸
次
恢
復
の
潴
に
就
き
た
る
：

.一
方

1
4、國
民
が
低
廉 

同
檄
の
價
格
を
以
て
：、エ
業
上
の

M

料ロ g

を
得
る
こ 

な
-

C
s

と
す
る
念
處
は
牢

'と
し
て
動
か
す
可
か
ら

t'
_ 

を
增
逾
す
る
に
至
る
可
し
、勞

«

者
■
業
の
範
圆
を 

可
し
外
®
賀
爲
を
し
て
有
利
な
る
方
嚮
に
就
か
し 

論
者
の
,
#
ば
何
等
の
效
«
を
齋

.，す

に

至

ら

ず

、關

第
十
一
怨

(

四
三
九)

論
.

說
戦
後
の
龅
税
政
饿

税
改
革
の
機
運
熟
し

^

る
も
の
と
認
め
、同 

も
、氏
の
明
敏
を

B

て
し
て
、尙
ほ
時
機
を
促 

黨
內
閣
の
失
政
に
依
て
，加
*
せ
ら
れ
た
る 

て
險
却
せ
ら
れ
、_
後
商
エ
業
上
の
悲
境
も 

な
る
價
格
を
以
て
、食
料
品
の
供
給
を
收
め
、
 

と
の

.國
民
生
活
上
に
、工
業
維
持
上
に
有
利 

.

遂
に
特
高
關
■■の
下
に
勞
働
潘
の
赁
銀 

鱗
張
す
可
し
、國
家

0

天
然
資
源
を
維
持
す 

む
る
を
得
べ
し
と
云
ふ
が
如
き
、

1

_
®C
苹 

稀
改
革
期
成

®.
.
機
.關
；と

'
し
で
、千
九
西
四
年

笫
四
號
ン
-

.! 

f
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ニー
 

チ
チ
ン

/

1

レ
ン
氏
に
依
て
組
'級せ
ら
れ
た
る
關
桃
調
木
且
龠
は
今

H

に
至
る

^

で
、サ

I

•

ゥ
牛 

I

ヶ

.
ィ
ー
ス
ー

ド

を

委

：員

長

と

し

て

存
S

し
、外
に
：帝
：國
：關

概

調

査

會、g
l

桃
改
革

協
會
、#

年
.帝
國 

協
會
：婦
人
統
一
幷
に
關
.桃
改
革
協
會
等
を

.
補
助
機

_

と
し
て
、羽
翼
を

.張
る

.：も
の
.、
如
し
と
雖 

も
其
業
績
に
至

0
.て
は
、一
と
し
て
擧
ぐ
可

§

も
の
を
認
む
る
能
は
：ず

6

然
れ
ど
も
南
阿
戰
學
の
後
に
於
て
、上
記
の
事
情

^

依
'
て
、關

,

，改

革

論

の

勃

典

を

來

し

たh
 

と
す
れ
ば
、歐
，洲
戰
爭
の
後

R

於
.て
も
亦
同
樣

'
の
事
情
忙
依
て
、同

M

の
.狀
態
を
雜
成
す

る

、

R
.

至 

ら
ざ
る
や
畓
や
。
今
间
の
戰
爭
に
於
て
、英
國
が
殖
民
地
ょ

々

兵
員
の
：徵
慕
に
於
て
、物
資
の
供 

給
に
於
て
、將
た

.又
軍
資
金
の
調
達
に
於

t

援
助
を
受
け
た
る
こ
と
の
大
な
る
は
、南
可

S

部
の 

比
に

#

ず
、殖
民
地
は
愛

!a，
の
至
情
に
促

3

れ
て
、母
國
の
雞
に
殉
し
左
る
も
の
に
し
て
、固
ょ

6
 

其
間
に
報
酬
を
求
む
る
が
如
&
私
心
の
存
せ

ざ
3

は
、之
^
諒
と
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
雖

4

、母 

國
は
贤
誼
の
上
に
於
て
勉
民
地
の
愛
國
的
行
動
に
酬
ゆ
る

¥

な
か

.る
可
か
ら
す

。

I 

?
に
财 

政
上
の
關
係
を
見
る
に

.英
國
は
開
戰
以
來
屢
次
掼
耽
を
行
ひ
、粗
稅
の
收

,̂
に.依
て
难
事
费
に 

0

す
.る
財

®

を
調
達
す
る
の
方
針

?:
嫌
れ
る
が
故

rc
、チ
九
百
十
四
年
度
と
千
九
百
十
六
年
度 

と
を
比
較
す
れ
，ば
、各
種
租

.稅
の
收
入
に

'
左
の
如
き
增

•
加
を
示
す
こ
？
、
爲
れ

V

.、

*，(げ士 t ' 孩 邪 H天改̂?箱 料 ^̂^

1

九 

一
pi

年
度 

一

為

一

六
年
度 

增
取
額

磅 

' 

千
磅 

千t
r

海

關

說
 

.
三
九
、
l

k
〇
、
pi
i

九
ニ 

七

r

o

o
o ,

三
一
、
八
四
九
.

物
康
税

 

四
ー
ー
、
目
ー
夂
、
1:
ハ
卞 

六
一
一
、
〇

〇

〇

 

ー
九
、
沉
<
1
.

所

得

桃
 

.
六
九
、
宄
四
四
、
八
五
四 

一
九
五
、〇
〇
〇 

一
二
五
、
四
：*

ハ

超
過
利
益
桃 

I

 

八
六
、
〇

〇

〇

^

八
.六
"
〇
〇
〇 

，

右
諸
稅

k

於
け
る
增
收
额

.は
ニ
億
六
千
ニ
西
：八
十
八
萬
六
千
磷
に
上
る
ビ
雖
も
、超
過
利
益 

稅
，の
如

&

は
戰
後
に
於

.て
は
其
性
質
上
、當
然
廢
止
せ

ら

る
胃

き

も

の
に
屬
す
る

 

一
•方
に
、所

#
 

稅
亦
戰
前
文
は

®

前
に
近
き
輓
申
ま
で
輕
滅
せ
ら

'
れ
，ざる
を

.
得
ず
。
而

1.
V

今
日
ま
で
發

«
 

.せ
ら
れ
た
る
軍
事

^

債
の
利
子
の
み
を

.以
て
す
る
も
、戰
後
に
於
て
は

 

一
®
ニ
千
萬
磅
內
外
の 

公
偾
费
增
加
を
必
要

V
J

す
名

t

以
.て
、之
に
戰
後
に
於
け
る
軍
人
恩
給
、遺

族

扶
助
、軍

器

艦
船
の 

修
理
若
し
く
は

®
備
擴
張
等
に
要
す
る
經
费

.を
加
へ
て
、計
黛
す
る
と

&

は
、收
支
均

#
を
維
持 

す
る
爲
め
に
、從
來
と
興
な
れ

6

方
面
に
國
庫
收

入

の
.
增
加
を
求
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。，彼
の
シ 

•
ド
. 
一一
I

ク
工
ツ
ブ
氏
等
の
率
ゆ
る
フ
エ
ビ
ア
ン
結

ft
の'一 

派
の
主
張
す
る
鄭
视
第
業
の
改
畠
、
 

鐡
遨
炭
坑
保
險
諸
事
業
の
國
營
に
依

.て、國
庫
に
瑜
收

'を
課
ら
ん
す
す

る
：：

の
提
案
.も
亦
一
筒
の 

a

見
'
:た
る
を
失
は

.ず
と
雖
も
、之
と
同
時
に
關
税
パ
制
度
を
改
革
し
て
、

«

收
を
得
る
の
所
.說
の
如

第

十

一

怨

(

四
四
一)

論

説

戦

後

の

關

税

政

浓
 

一
三
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怨
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四
四
ニ〕

論

說

-

戦
後
の
關
稅
政
策 

m

i

 

1

四

き
、南阿
戰
後
に
於
け
る
よ

-o
s

も

、3 1
に
大
な
る
勢
力
を
以
て
、世間
に
提

i
?

せ
ら
る
、
に

¥

;ら
ざ 

る

.や

5:
^

す

可
か

'ら

^

る

^
.
'
ク

。

at
に
是
等
の
事
情
よ
う
も
强
大
な
る

®

力
を
英

_

現
時
，の

_

«

制
度
に
加

2

改
难
を
足 

3

ん
と
す
る
.に
至
る
可
き
も

0

は
、即
ち
國
防
上

：
Q

見
地
よ
う
班
る
所
說
に
し
て
、從
來

0

如
く 

自
由
質
易
，政
策
の
下
に
、英
國
が
國
民
の
好
む
，所
に
從
て
、外
國
よ
う
■貨
物

^

輸
入
し
、又
國
民
利 

益
の
命
ず
る
所
に
據
て
、外
國
に
貨
物
を

.輸
出
し
た

.
る
乙
と
.が
一
方
に
國
民
全
體
の
繁
榮
を
誘 

致
し

•一/a
り
と
す
る
も
、他
の

一

方
に
於
て
國
防
に
缺
陷
を
寒
起
し
、戰
時
に
於
け
る
國
家
の

#

在
、
 

國
民
の
生
微
を
痛
險
な

&

し
t r

る
以
上
は
、平
生
よ

P

貿
易

0
へ
自
由
に
制
限
を
加
ベ
て
、双
て

，
_
 

防
の
充
實
を
謀
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
が

如

し
。
現
に
今
同
の
戰
爭
に
就
て
見
る
に
、戰
淨
に
伴 

う
事
變
は
國
家
の
安
全
を
錄
持
す
る
の
見
地
よ
り
、質
易
の

.自
曲
を
制
限
す
る
の
巳
む
を

#

H
 

る
の
處
置
に
出
で
し
め
、或
は
蓊
侈
品
の
消
費
を
抑
制
し
、有
用
な
る
職
務
に
對
す
る
勞
働
の
供 

給
を
豐
腐
に

し
、船
腹
の
餘
裕
を
課
う
、外
國
爲
替
の
逆
勢
を
矯
正
す
る
等
の

@

的
を
以
て
、或
る 

種
類
の
輸
入
を
制
限
し
、又
は
禁
业
し
、一
方
に
國
內
の
供
給
を
豐
富
に
し
、敵
國
の
利
用
を
妨
遏 

す
る

0

的
を
以
て
、或
る
種
類
の
輸
出
制
限
を
加
ふ
る
が
如
き
、異
常
の
，

.處
置
に
出
で
、自
曲
賀

易
論
者
亦
大
體
に
於
て
斯
る
應
急
的
.計

畫

: r

是
認
し
た

&

o

然
れ
ど
も
觅
に
ー
步
を
進
め
•て
 

戰
箏
終
熄
も
、平
和
の
恢
復

.
し
た
る
.曉
に
於
て
、尙
ほ
囊
日
敵
國
た

P

し
諸
國
に
對
す
る
國
防
を 

究
成
す
る
爲
め
、關
税
上
の
障
壁
を
設
け
、諸

H

と
の
貿
易
を

'制
限
す
る
こ
ビ
恰
も
戰
時
を
通
じ 

て、戰
淨
の
爲
め
に
賀
易
上
'の
關
係
の
斷
絕
し
た
る
が

如

く

す

る

の
必
要
あ
る
や
否
や
の
問
題 

に

$
_つy

は
其

;/
故
に
就
て
.大
な
る
識

^

を
截
起
さ

C
.る
を
得
ず
。
ァ
ダ
ム
.ス
ミ

ス
は

|5
數 

十
年
前
に
國
防
の
爲
め
に
繁
榮
.を
犧
牲
に
供
す
る
の
道
理
な
る
こ
と
を

m

じ
た
り
。
國
防
上 

の
要
求
を
充
す
爲
め
に
は
、國
民
一
時
の
繁
榮
の

.
如
き
、時
に
：.之
；を

0

牲

に

供
す

る

を

憚

ら

ず
?/ 

斯
く
す
る
こ
ビ
に
依
て
、國

K

永

遠

の

繁

榮

を

释

致

す

る

を

得

ベ

し

と

赚

も

、_

祧

に

依

て

、賀.̂ 

を
制
限
し
、

'®
?

く
て
繁
榮
を
傷

く

る
は
、果
し
て
國
防

0
0

 

0

に
逾
ひ
.̂
ふ
と
す
可
&
や
否
や
、一
 

の
間
題

/2
•ら

ざ

る
を
#
ざ
る
可
し
。

思
ふ
に
聯
合
諸
國
が

'
職
後
國
際
間
に
起
る
可

&

經
濟
上
の
問
：題

V
Vし

V
、

戒
心
の
値

あ
ぅ

しヾ
 

考
ふ
る
は
、第，一
獨
逸

,̂
他
日
の
戦

#

に
臨
ん
で
富
力
を
備
ふ
る
爲
め
に

'

意
：經
濟
的
勢
力
の 

復
舊
に
勉
め
、第一

f

諸
外
：國

K

向
つ
て
ダ
ム
ピ

ン
グ

.其
他
の
方
法

に
依
て
、經
濟
的
：侵
入

を
企

て

、
. 

第
•三
戰
爭
の
持
久
力
又
は
主
要
*
業
の
維
持
に
必
耍
な
る
原
料
品
若
し
く
は
生
產
上
の
詉
程

笫

十

ー

卷

c

四
侧
三〕

論

m

戰
後
の
關
^

政

饺

‘

. 

第
四
號 

ー

芄
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四
四
四
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■
諷 

'說
ノ

職

後
.の關现政敗

. 

.

：

，第

四

派

：、

!

外
取
場
ホ

於
て

獨

占
す

.る

t

ビ
の
三
點

R

し
て
、
之
に
難
す
る
政

f

し
て
主
張
せ
ら
る 

-

»
1

吳
國
を
し
て
哗
時

#

k

平
la
ir
m

.
じ
、從
來
ょ
ぅ

t
p

外
國
物
資
の
供
給
に
依
賴
す
る 

程
度
を
少
な
か

.
ら
し

I

一：|

.英
本
國

:

レ
殖
民
地
と

' 
の
間

S

け
る
經
濟
上
の
關
係
を
着
な 

ら
し
め
、第

11! 

?

 

I

間
R

於
け
る

I

上
b
 

n

蟹

し

、聯

<

5

國
I

げ
て
、實
質 

上
自

足
自

給
の
經
，儕
組
織
た

ら

し
め
、第

四

中

歐
諸

國
'の
..
聯
合
諸
國
に
對
す
る
質
易
關
係
を
禁 

«

す
る
こ
ど
の
諸
點
に
.外

な
ら

f

是
等
の

S

三
第

四
の
事
項

は
明
に
巴

里
經
濟
會
議
の 

汉
■

に
上
り
、決
識

B

、聯
合
諸
國
商
業
、

X

業
、農
業
：海

連

業

恢

復

期

に

於

け

る

過

渡

⑽

訐
遨
に
八
、、
 

て
、諸

國

は

破

議

海

、不

當

徵f

依
て
、損

害

を

蒙

れ

•

國

'の

再

興

を

保f

 

a
爲
め
、諸
國 

の
K

料

r
H農
工
業
上
の
設
備
、貯
藏

品
、
商
船
等
に
對
す
る
諸
國
の
優
先
權
を
承

認

し
、
激
へ
口
諸
國 

は
諸
國
間
の
同
意
に
依
て
決
定
せ
ら
る
、
期
間
、敵
國

R

最
'
恵
國

0.
.
取
扱
を
與
へ
ず
、又
此
切
切 

豁
國
ヵ
敵
國

S

S

の
取

.
f

與
べ

f

爲
め

S

質
易
に
有

f

る
影

f

蒙
矣
る 

感

に

は

、之

を

補

償

す

可

き

販

路

を

聯

合

諸

國

內

に

：於
て
：

*

保
す
可
し
ビ
し
、

*

合
議
國
は
.經 

濟
恢
復

s

I

じ
v

、
s

 

Q

間
S

然
資

«
 

0
供
給

I

®

し
、其
交
換

^

篇
す
る
爲

^
 

に
.、W

別
の
約
定
を
結
ぶ
可
し
ミ

.
し
、聯

合

讀

國

の

農

工

商

業

幷

に

海i

?r
し

て

ダ

ン

ビ

ン
/

ントソノぐ：： < ム ^ ャ 、 •— ^ 广ー^ * T ,
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其
他
不
正
競
爭
に

基
く

經
濟
的
侵
略
を

.免
か
れ
し
む
る
爲
め
に
®
合
諸
國
は
或
る
期
間
を
定 

め
敵
.國
の

.商
業
を
特
別
取
极
の
下
に

®
 
&
、
是
等
の

_

5:
M
產
國

'V」

す
る

貨
物
に
對
し
て
は

、

.&: 

入

を

禁

Jh
す
る

か
、
又
は
有
效
な
る

.特
殊
の
取
締
を
加
ふ
可
し

ビ
し

、

進
ん
で
決
議

0

聯
合
諸
國 

間
に
於
け
る
相

S

援
助
、典
同
に
關
す
る
永
久
的
計
畫
に
於
て
、聯
，八

ロ
諸
®

は，經
濟
的
活
動
の

JF
' 

常
な
る

.發
達
に
必
要
な

る

原
料
品
#
に
製
造
品
に
關
し
て

»

.國
ょ
ぅ

獨
¥

可
く
、軍
に
供
給 

の
.
源
泉
に
關
し
て
獨
立
す
る
に
止

^

ら
す
、金
融
上
、商
業
上
幷

.に
海
；運
上
の
組
織
に
就
て

も

亦 

獨
立
す
可
し

.
と
し

.、览
に

.他
の
細
目
に
就
て

«

冷
の
親

^

?:
揭
げ
た

6

。
故
に
巴

m

經
濟
會

m- 

の
決
議
に
し
て
聯
合
諸
國

-0
厲
行
す
る
所

V
J

爲
ら
ん
か
、諸
國
は
敵
國
軋
對
し
て
貿
易
上
の
關 

係
を
制
限
し
、

又

敵
國
が
中
立

諸

國
に
向
つ
て
、

賀
易
其

他
經
濟
上
の
聚
展
を
企
て
ん
と
す
る

©
 

合
に
、之
に
妨
碍
を
加
へ
、敵
國
を
し
て
經
濟
上
に
困
寒
せ

‘
し
む
る
.と
を
期
す
る
に
至
ら
ざ
る
を 

得
ず
。
而
し
て
此
目
的
を
達
す
る
手
段
と
し
て
、聯
合
諸
國
は
航
海
條

例
、會
社
法
、#
許
商
標

は

、
 

取
引
所
法
等
に
差
別
主

.義
を
根
據
ミ
す
る
規

•
定
を
說
け
、

a

國

の

聯

合

諸
國
に
有
す
可
き
經
濟 

上
.
の
«

會
を
奪
ぅ

R

力
を
致
す
可
く
、經

.濟
會
、議
の
決
議
中
に
も
之
に
關

'す
る
.條
項
の
存
す
る 

も
の
あ

6
 V

J

雖
も
、關
桃
の
如
き
も
亦
此
武
器
と
し
て
、最
も
重

®

の
も
の

^

る
?:
失
は
ず
。
然 

竿

一

卷

(

四四五

)

論
，
說
職
後

i

靉
饺
 

i

m

一七

戀，
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外
ど
も

®]
稅
を
武
器

v
j

し
て
、外
國
の
商
業
を
茜
し
め
ん
ビ
す
る
以
上
は
、典
物
資

'に
課
す
る
に
、
 

重
率
の
輸
入
親
を
以
て
し
、斯
く
て
其
輸
入
を
制
限
す
る
を
必

®

の
手
段
^
す
可
し
と
亂
も
斯 

P

如
く
し
て
英
國
は
能
べ
將
來
の
戰
爭
に
臨
ん
で
、其
地
位
を

0

固
.な
ら
し
む
る
に
足
る
や
否 

や
、一
考
を

©

す
る
所
ヒ
す
可
し
。

 

:

: 

0

 

. 

_ 

.

思
ふ
に
獨
逸
に
し
て
今
囘
の

*

#

に
於
て
在
來

.の
勢
力
を
根
柢
ょ

5

、勦
滅
せ
ら
れ
穴

i

ビ
 

せ
ん
か
、戰
後
の
國
際
經
濟
競

^

に
就
て
、何
等
の

•問
題
を
遺
さ
ず
と
離
も
、斯
，の
如
き
狀

M

の
起

■ 

る
は
、遽
に
之
を
想
像
す

_
る
能
は
ず
、少
な
く

 

V」

も
現
狀
又
は
現
狀
に
近
き
有
檬
を
以
て
年
利
の 

K

I

を
吿
げ
ん
か
、戰
後
に
獨
逸
の
爲

3

ん
と
欲
す
る
所
は
即
ち
內
地
の
產
業
組
織
を
.露
固
に 

し
、外
國
に
向
つ
て
其
產
物
の
販
路
を
求
む
る
と
典
に
、、王
粟
工
業
を
國
內

K

助
長
す
る
の
諸
點 

に
外

S

ら
ず
。
斯
の
如
く
し
て
、戰
時
に
蒙
れ
る
傷
痍
を
治
愈
す
，

'る
は
獨
逸
の
顧

«

V」

す
る
.所 

な
b

o
fc
狄
に
當
つ
て

®

逸
が
英

H

絶
民
埤
他
の
聯
合
諸
_
に
對
す
る
貿
易
其
他
經
濟
上
の 

關
係
を
遮
斷
せ
ら
れ
、

ff
i

界
の
大
半
に
於
て
、取
引
先
を
失
ぅ
は
其
苦
痛

S

す
る
所
た
る
に
相
違 

t

レ

，“レ

i
を
、斯
く
獨
逸
に
苦
痛
を
加

ふ
，る
は
、英
國
自
身
の
利
，

@

を
以
.て
目
す
る
を
得
る
や
否

龄Xへ校̂ ポロ巧フて; ^ 雨 琢 碎 概 爾 ^巧?料卿巧研;

や
。
.此
點
に
於
て
世
人
の
懷
く
誤
解
は
英
獨
雨
國
資
易
の
不
均
衡
を
根
據
と
し
た
る
議
論
な 

ぅ
。
师
ち
從
來
の
事
實

k

瀲
す
る
に
、英
倒
の
對
獨

®

出
梂
獨
鹚
の
對
英
輸
出
に
比
較
し
て
、甚 

だ
少
な
き
を
常
ビ
す
。

一
國
の
輸
坩
入
質
爲
を
以
て
、個
入
の
賣
«.ビ
同
一
观
す
る
管
者
は
圯

事
實
を
以
て
、英
國
は

：

獨
逸

I:
责
る
所
少
犮
く 

の
如
き

K

於
て
ば

^

國
植
不
利
に
し
て
»
逸 

る
も
の
、
如
し
。
試
に
最
近
十
數
年
間
の
統

計 は し

を 有 て
拔 刹 獨

抄 な 逸  
オ b

と b 

す 買
る 5 

の 所  

結 f- 
論 ぐ  

を 責  

案 質 

出 の  
せ 不  

ん 均  

ビ 衡  

す 斯

千

九

西
* ^― • ■ *  — «- ._ .

九〇
一半
 

九〇ニ
 九

.0
三
 

九一〇 
九一
1 

九一一一
 九

S

1

年

^

英
個
の
對
獨
輸
出 

ニ
三
、S
七
三
_

な

ニ
ニ
.、
八
玉
0

'
ニ
三
、
星

Q

 

'

三
七
、〇
1
ー
〇 

三
九
、
ニ
八
三 

四
〇
、
三
六
ニ 

'w
€
r六
七
七
：
ノ

て
は
、英

國

-0
對
獅
輸
出 

-
む
.が
、千
九
；

^

十
三
，年
に
^

て
は
一
と
一
、八
七
ビ
爲

節
1

5

;
 

V
®

 
脚
%

)

.

.
難

.

m

‘

.，職

繁

.

»
襁
政
策
' 

.
•

,

於

る
に
、左
の
如
し
。

®

位

一

千
破

)

獨
逸
の
對
矣
輸
出 

三
ニ
、
ニ
〇
七

§

ラ
六
三
三'

三
四
、5
1
1

三：

五
八
、1
0
五.，

六一
、

ニ七
#

'
六
五
、
八
四.

T

七
太
、t

A

H

,

V

獨
逸
の
對
英

•

出
せ
の
糊
合
は

|

ビ

|

H

6

、贸
易
の
不
均
衡
甚
だ
し
き
に
至
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:
:
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:
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雛
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笫

四

號

，

ニ
0

b

o

此
事

I

.

聲
す
る
に
、英
國
垆
獨
逸
に
對
し

P

債
_

«
を

有

し

、又
は
_

際
.取
，引

に

於

け

る

勸 

勞
を
有
し
、之

ね
對
す
る
支

#.
を
貨

物
の
#

悔
に
於
：

V

受：：

け
、或
は
他
：國
に
對
し

<
同
欉

.の
事
情 

の
下
に
育
す
る
债
權
の
支
狒
を
獨
逸
を
經
由
し
て
受
く
る
が
爲
め
に
生
ず
る
も
の
に
し
て
、何 

等
異
と
す
'可
き
の
事
實
な
き
に
拘

&

ら
ず
、一
部
の
徽
者
は
之
を
以
て
英
國
質
易
に
於
け
る
不 

利
.の
狀
傯
な
ぅ
ビ
し
、又
、英
國
に
對
す
る
獨
逸
の
經
濟
的
侵
略
な

h
 w

し
て
已
ま
ず
。
戰
後
の 

:

關
稅
政
策
に
於
て
、英
國
が
獨
逸
の
賀
易
を
遮
斷
し
、獨
迤
亦
英
國
の
物
資
に
對
し
て
、市
場
を
聞 

鎖
し
た
る
場
合
に
、英
國

'の
ft
る
掼
害
は
獨
逸
の
蒙
る
損
害
に
比
較
し
て
、逾
に
夕
な
し
.と
す
る 

が
如
き
意
見
を
懷
き
、之
に
基
き
て
、英
獨
兩
國
賀
易
の
斷
絕
を
以
て
、獨
逸
に
致
命
傷

?:
加
へ
て 

^

國
は
脛
放
の
負
傷
に
止
ま
る

.
と
す
る
：も
の

s
a
.れ
ど
も
、英
國
は
獨

-m
に
對
し
て

®

に
有

?|
>
の 

物
資
の
み
を

.輸
出
す
る
に
非
ず
、無

形
の

物
資
を
輸
出
し
て
、以
て
國
際
貸
借
の
均
衡
を
求
め
つ 

、
あ
石
も
の
な
る
が
故
に
、其
失
ぅ
所
は
即
ち
有
形
無
形
兩
種
の
物
資
に
及
び
單
に
輸
出
惯
廣 

の
少
な
る
の
故
を
以
て
、掼
害
亦
小
な
る
可
き

.
を
斷
定
す
る
能
は
ざ
る
な
ぅ
。

或
は
聯
合
諸
國

S
同
盟
諸
國
と
相
對
抗

.し
て
.、
質
易
上
の

fi
係
を
斷
絕
す
る
ビ
き

は
、
前
謂
の 

に
比
較
し
て
，

自
足
自

.給
の
狀
難
に

a：
き
だ
け
、損

«

亦
寡
小

に
し
て
、
隨
て
他
に
大
な
る

的

的か〜ぐV-(ク沒透' ? 每产排添界̂ デ̂  ----

擊
を
加
ふ
る
を
得
べ
し
ビ
云
ふ
說
あ
ト
。
然
れ
ど
も
今
日
世
界 

る
は
聯
合

諸

國
と
同
盟

諸

國
ビ
の
み
に

止

ま
ら
ず
、別
に

有
力
な 

t

記

憶
せ
ざ
る
可
か
ら

ず
。

’
而
し
て
今
、英
國
、殖
民
地
並
に
齡
合 

壁
籤
か
れ

*

h

ど
せ
ん

か
、
:|
1
1
:
ハ
英
國
ビ
中
立
諸
國
と
の
貿
易
を

困 

ビ
中
立

諸
國

と
の
賀
易
を
助
長
す
る
の
、結
果

を
生

ず
る
に
至
る 

ビ
聯
合
諸
國
ビ
を
包
容
す

.る
關
稅
區
劃
の
設
け
ら
る
、
こ
ビ
あ 

て
ノ
民
の

»

1!
す
る

-,
,
^般

の
物

資
を
供
給
す
る
が
如

■き
.は
、到

ff
i に

於
て
、質
易
の
關
係
を
有
す 

る
中
立
諸
國
の
#
す
る
こ
ビ 

諸
國
を

包
合
す
る
關
税
の
障 

猜
な
ら
し
む
る
一
方
に
、»
逸 

を
疑
は
ず
。
蓋
し
大
英

帝
國 

P

ビ
す
る
も
、其
«
土
內
に
於 

0

む

可

か
ら

h

る
所

に
し

て

、

位 の る 英

國
の
如
き
は
中
立
諸
國
殊
に
南
北
阿
米
利
加

.ょ
^

原
料
品
並
に
食
料
品

.の
供
給
を
仰
が

ざ 

を
得
ず
。
試
に
千
九
百
十
三
年

中

英
國
の
輸
入

し

た

る
原
料
品
食
料
品

中

、五
百
萬
磅
以
上 

價
格
に
上
れ
る
も
の
に
就

•

て
、供
給
地
の
外
國
並
に
殖
民
地
の
別
を
揭
ぐ
れ
ば
&
の
如
し
ぺ
趴 

1

千
磅

)
.

 

,

食

料

品

.

賭
外
國
ょ
リ

 

大
.英
帝
國
ょ
リ

'鶬

卵

九

、
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〇
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ニ
玉
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、九
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七
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〇 

九
、
ニ
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〇 

九
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ニ四

英
國
は
全
世
界
に
散
在
す
る
殖
民 

地
に
充
つ
る
や
の
說
あ
れ
ど

も

一之を 

る
は
食
料

'品
に
於
て
乾
赂
、茶
の
類
、原 

て
は
、諸
外
國
殊
に
今
囘
の
職
帮
に
於

1
六
>
ー
〇
〇 

1

七
、九
〇
〇 

八
、〇
'o
〇 

I

〇
、
五
〇
〇 

ニ
八
、
四o
〇

七 近 五 四 三  
六 三 三 五 九

地
を
以
て
本
國
に
對
し
て
原
料
品
食
料
品
を
供
給
す
る 

事
實
に
就

^

檢
す
る
に
、殖
民
地
ょ

ク

多
く
供
給
を
受
く 

料
品
に
於
て
羊
毛

'あ
る
の
み

R

し
て
、他
の
物
資
に
至
つ 

て
中
立

.
の
地
位
に
居
る

it
w

ょ：ぅ

#

ら
供
給
'を
仰
ぐ
も 

の
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
斯
る
.狀
猶
の
明
な

る

場
.合
に
、關
称
上
の
障
壁
を
設
け
て
、英
國
自
ら
巾 

立
，諸
國
と
の
貿
易
を

.
疎
隔
し
た

P

ビ
せ
ん
か
、一
方
に
諸
國
を

.し
て
資
易
上
»
逸
に
親
ま
し
む 

る
の
結
果
を
生
せ
ざ
る
を

.

#
ず
。

蓋

し

獨

逸

■，
の
製
：造.業
,

は
.».
合

.
齡

國

，
の
：
市

場

.?:
閗
齡
せ
ら 

れ
た

る

結
果
と
し
て
中
立
請
國
の
市
場

5:
開
拓

'
す
る
に
全
カ

5:
用
ひ
、中
立
諸
國
亦
聯
合
諸
國 

f

保
®

又
ば
特
'患
の
目
的
を
以
て
、外

.國
の
貨

#

に
重
税
を
，赋

|1
す
.る

の

處

置

を

_«•
.ば
ず
し
て
、
 

之
に

«

极
を
加
へ
ん
と
す
る
一
方
に
、獨
逸
の
如

§

•[
«

は
合
衆
國
»
し
く
は
南
米
、諸
阈
の
如

&
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中
立
國
と
有
利
な
る
倐
件
を
以
て
、通
商
倐
約
を
締
結
す
る
を
欲
す
可
し
。
斯
く

y

中
立
部
國 

を
し
て
聯

.合
諸
國
に
對
，す
る

.ょ
；ぅ
も
、同
盟
：諸
國
に
對
し
て
、多
く
接
近
す
る
に
.至
ら
し
め
ん

か
、
 

聯
<
"
諸
國
の
間
に
稍
や
大
な
る
經
濟
上
の
組
織
を
課
け

.た
办

ノ
レ
す
る
も
、爲
め
に
生
ず
る
利
益 

の
.
荀
限
せ
ら
る
可
き
や
論
を

.俟
た
す
。
少
な
く
と
も
英
國
の
如
き
從
來
自
由
輸
入
の
政
策
を 

以
て
、«
易
上
の
關
係
を
律
し
农
る
國
に
就
て
ー
ズ
ふ

Ur
レ

き
は
，多
數
の
供
給
源
泉
を
殊
班
に
制
限 

し
て
少
數
ビ
す
石

'
の
不
利
益
は
到
底
免
か
る
能
は
ざ
る
所
に
屬
す

2

レ
す
可
く
、此
不
利
益
を
目 

前
に
控
へ
な
が
ら
、延
に
他
國
に
大
な
る
不
利
益
を
及
ぼ
す

こ

と

を

理
由
ビ
し
て
、自

ら

之
を

11 

受
す
可
し
と
云
ふ
が
如
き

®

に
一
般
の
養
成
を
博
す
る
に
値
せ
ざ
る
議
論
な
ぅ
。

をす’辛i'各な获寬 1 策 ぉ 级 G ぐ孤平碑̂职碑?^^

明 の

與

八
五
九
年
の

こ

と

で

同
*.
の
^

十 

ふ
可

S

こ

と

を

豫

想

し

て

.あ
る
。

は
生
物

®

化

論
の
ぅ
ち
に

人

®
又 

> J 

V
J

を
首
唱

し
た
。

を
こ
で
ベ
ー
 

を.政
治
組
織
の
發
展
の
上
に

適

用
し
、一
八

^5:ヶ\ 
可
&

I 

丨

ダ
ー

ゥ

ィ

ン

の『

種
源
論

』

が
學
界
に
提
供

3

れ
ガ 

五
章
に
也
進
化
論
が
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源
來
歷
の
上
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然
る
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初
め
て

.組
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的
.に
進
化
論
を
論
述
し
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は
個
人
、家
族
、團
體
、國
家
等
の
社
#
の
來
歷
を
も
說 

ジ
オ
ッ
ト
は
直
ち
に
ダ
ー
ゥ
ィ
ン
の
生
存
競
爭
說

七
三
年
を
以
て
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自
然
學
ビ
政
治
學

』
V
J

題
す
る
小
冊
チ
を
公
に
し
た
。
こ
の
書
の
胃
頭
に

『

現 

代
.の

1
:

特
色
は
自
然
科
學
的
知
識
の
暴
か
，に
增
進
せ
る
こ

e

是
な
り
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の
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學
問
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政

治

學

と
■

濟
ー
學
と
を
變
革
せ
を
や
を
'節
單

第

十
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家

の

生

物
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的

觀
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